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１．セグメント別売上高対前年増減率（％）

百貨店業

ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ業

卸  売  業

その他事業

連結合計

（注）売上高にはその他営業収入を含めていない。また、各事業の売上高には連結会社間の売上高を含む。

２．百貨店業　売上高概況
１） 店舗別売上高対前年増減率（％）

売上高 入店客数 売上高 入店客数

心斎橋店      ▲４.５     ▲４.０      ▲１.５       ０.３

梅田店      ▲１.０     　０.４      ▲０.２     ▲０.０

東京店      ▲０.２     ▲３.７      ▲２.３     ▲３.１

京都店      ▲３.０     　５.３      ▲０.２       ４.５

山科店      ▲１.８ －        １.１ －

神戸店      ▲０.８     ▲５.０        ０.８     ▲１.８

新長田店      ▲８.７ －      ▲８.２ －

須磨店      ▲２.９ －      ▲３.２ －

芦屋店      ▲４.３ －      ▲３.２ －

札幌店 － － － －

直営１０店舗計      　５.４ －      　７.８ －

　〃　除く札幌店      ▲２.３ 　　▲１.６      ▲０.８     ▲０.３

博多大丸      ▲１.４ －      ▲０.５ －

下関大丸      ▲０.６     　５.６      ▲０.９     ▲０.５

高知大丸        ３.１     　３.４      　３.５     　７.４

今治大丸      ▲４.６ 　　  １.１      ▲２.９     　０.１

百貨店業合計 ４.０（▲１.９） － ５.９(▲０.６) －

（注）・博多大丸は前年３月より長崎大丸を統合したため、対前年増減率は長崎大丸分を含む。

　　　・直営店の入店客数合計の対前年増減率は、心斎橋、梅田、東京、京都、神戸の5店計である。

    　・百貨店合計売上高の（　　）内数値は、除く札幌店の既存店対前年増減率。

２）　札幌店（単位：百万円、千人）

合計 入店客数 合計 入店客数

実    績 3,979 1,790 13,460 6,581

 （注）・中間決算発表時に下期目標値を、従来の１７３億円から１８５億円に上方修正。

（売上動向）

　・１２月は３８億円の目標に対して３,９７９百万円で４.７％増であった。

　　９～１２月累計では、上方修正した目標に対し、５６０百万円（４．３％）上回っている。

　・商品部別では、婦人服・婦人雑貨・紳士服の各部において、クリスマスギフト需要が好調に推移。

　　特に特選ブランドの雑貨、アクセサリー、紳士洋品雑貨などが嵩上げの牽引役となった。

　　また食品部は年末年始に向けての食材が活発に動き、好調を維持した。
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３）　直営店　商品別売上高対前年増減率（％）

合計 　除く札幌店 合計 　除く札幌店

紳士服・洋品 　　　　７.４ 　　　１.７ 　　　　６.２ 　　▲０.４

婦人服・洋品 　　　　７.８ 　　▲１.０ 　　　　７.８ 　　▲１.３

子供服・洋品 　　　　７.５ 　　　０.８ 　　　　６.６ 　　▲１.０

その他の衣料品 　　　　１.７ 　　▲３.６ 　　　　４.５ 　　▲１.４

衣料品計 　　　　７.３ 　　▲０.４ 　　　　７.３ 　　▲１.１

身の回り品 　　　１０.６ 　　▲１.３ 　　　１０.０ 　　▲１.１

家具 　　　１０.３ 　　　１.８ 　　　　９.９ 　　　２.１

家電 　　▲２０.９   ▲２０.９ 　　▲１８.０   ▲１８.０

その他の家庭用品 　　　▲０.９ 　  ▲５.６ 　　　　４.７ 　　▲０.６

家庭用品計 　　　　０.６     ▲４.７ 　　　　４.４ 　　▲１.２

食　料　品 　　　　０.８     ▲５.８ 　　　　７.３ 　　▲０.９

食堂・喫茶 　　　１４.０     ▲８.４ 　　　１６.３     ▲７.２

雑　　　貨 　　　　１.６     ▲３.１ 　　　　６.２     　０.６

サ ー ビ ス 　　　４３.４     ４０.０ 　　　４１.２     ３７.７

そ　の　他 　　　４２.４   　３９.５ 　　　　３.７   　▲０.６

合　　　計 　　　　５.４     ▲２.３ 　　　　７.８     ▲０.８

３．概況

１）百貨店業

・１２月の単体の売上高は、対前年５．４％増、除く札幌店では、同▲２．３％であった。
・商品別では、歳暮ギフトが１１月への前倒しとなった結果、売上構成比の高い１２月の食料品は
　対前年▲５．８％となり、全体売上の足を引っぱる結果となった。
　一方、衣料品は、前半気温が高く重衣料の動きが悪かったが、中旬以降の気温低下により
　紳士・婦人ともにコートの動きが活発化し、対前年微減の▲０.４％となった。
　クリスマスギフト需要は、ハンドバッグとアクセサリー等を中心に好調に推移した。
（直営５店歳暮ギフト売上対前年増減率：11月度　12.1％増、12月度　▲12.3%、11～12月度累計　▲1.1%）　　

・高知大丸は昨年５月の食品売場の改装による効果と一昨年１２月の高知西武の閉店セールの
　反動により、売上高は対前年３.１％増となった。

２）その他

・スーパーマーケット業の大丸ピーコックの売上高は、依然厳しい消費・競合環境のなかで、全体は
　対前年▲４.０％であった。地区別では関西地区（千里ﾌﾟﾗｻﾞ除く）の売上が対前年▲４．８％、
　関東地区は同▲２．８％であった。
　関西地区の方が競合が激化しており、関東地区より低い伸び率となっている。
・卸売業の大丸興業売上高については、外食向け食材・建設資材などの受注減により、
　対前年▲３.５％であった。
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　お問い合わせ先　　　株式会社　大　丸　グループ本社　　広報・Ｉ R推進部
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